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Yパラメータによる取扱い（反転増幅器）
増幅部と帰還部とを分けて考えたときに、V1とV2とを共有する一方I1と
I2については加算的に取り扱うことができるような回路構成であることが

Yパラメータを用いることの根拠である。

電流は内向きを正の方として定義

されていることに注意。

Z*Y=Iであることを確認。

-



V1 = ri*I1 

I1

I2

V1 V2

V2= -A(s)*V1 + r0*I2
--- >> - ri*A(s)*I1 + r0*I2
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-

ここに負の符号をつけるのが
正しい。



I1 I2

V1 V2
V1 = Rs*I1
V2 = RL*I2

YとZは、両立している。

I1 I2

V1 V2

V1 = Rf*I1 + V2
V2 = Rf*I2 + V1

I1 = V1/Rf - V2/Rf
I2 = -V1/Rf + V2/Rf

YとZは、両立しない。
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入力インピーダンス

出力インピーダンス

V2= Z21*I1 + Z22*I2

= Vs/Rs （テブナン）

I2=0
出力部に信号源

は、存在しないため。

---- >> gain = V2/Vs ~ -Rf/Rs
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Hパラメータによる取扱い
（非反転増幅器）

増幅部と帰還部を分離して考えたとき、

I1とV2が共通であり、I2とV1が加算的

に取り扱うことができる構成になっている

ことがHパラメータを用いる根拠である。
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V1 = ri*I1 

I1 I2

V2

V2= A(s)*V1 + r0*I2
--- >>  ri*A(s)*I1 + r0*I2

V1 = r1*I1
I2 = (-ri*A(s)/ro)*I1+(1/ro)*V2

V1
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R1

R2
I1

V1

I2

V2

I2 = -I1 + V1/R1
V2 = V1 + R2*I2

I2 = -I1 +(1/R1)*(V2-R2*I2)
V1 = V2 –(1/R2)*(-I1+V1/R1)

(1+R2/R1)*I2 =  -I1 + (1/R1)*V2
(1+R2/R1)*V1 = V2 + R2*I1
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入力インピーダンス

出力インピーダンス

Vout = Z21*I1 + Z22*I2

I2=0

I1 = Vs/Rs （テブナン）

Gain =V2/Vs ~ 1+ R2/R1



以上
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